
OpenOffice.orgのワードプロセッサであるWrtierは、多彩な表現力を備えており、文

章だけでなく、箇条書きや表組み・図形描画・画像・グラフといった要素を文書中に組

み込むことができます。

▼Writerでは、多様な要素を文書中に組み込める
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Writerは、長文の作成にも優れています。「スタイルと書式」機能では、同じ種類の

見出しに対して、体裁を一括して管理できます。「章番号付け」機能では、見出しスタ

イルに対して、連続番号や共通の記号を設定できます。

▼見出しの体裁を一括して管理できる「スタイルと書式設定」

▼見出しに対して、連続番号や共通の記号を設定する「章番号付け」

表計算ソフトといえばマイクロソフト社のExcelが有名ですが、OpenOffice.org2.0の

CalcはExcelとのデータの互換性もある、正統派の表計算ソフトです。

Calcは、「ゴールシーク」「シナリオ」「オートフィルタ」「データパイロット（ピボッ

トテーブル）」「表の統合」などの高度な分析機能を装備しています。また、洗練された

3Dグラフ、一連の操作を記録して自動実行する「マクロの記録」やOpenOffice.org

Basic、JavaScriptなどによるマクロプログラムの編成も可能です。

▼高度な分析機能や洗練されたグラフ機能を装備している

▼各国で支持者を増やしているが、和暦表示など日本語への対応も万全
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Drawは、複雑なレイアウトの図面やイラストを描く図形描画ツールです。1枚物の

チラシなどを作るときには、Writerよりもこちらが使いやすいでしょう。

OpenOffice.orgは、各ツールを組み合わせて使うことができます。貼り付けたデータ

をダブルクリックすると元のツールが起動して、データを編集できるようになります。

▼Calcで作成したグラフをImpressのプレゼンテーションに貼り付ける

▼Mathで作成した数式をダブルクリックするとWriter内でMathが起動する

Impressは、発表用のスライドや会議資料などを作成できるプレゼンテーションツー

ルです。ワープロや表計算のように毎日使うツールではないので、あまり操作を練習し

なくても使用できるように作られています。

▼Impressは、作成に必要な機能と情報が常に表示されている
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OpenOffice.org 2.0の目玉として新しいアプリケーションBaseが登場しました。Base

は、Microsoft OfficeのAccessにあたるデータベースアプリケーションです。Javaベー

スのデータベースであるHSQLDBを標準で利用できる他、MySQL、PostgreSQLなど

のRDBMS、WindowsではAccessもBaseに接続して使えるようになります。

Baseでは、次の4つのメニューが用意されています。

・データベースの基本　― テーブルの管理 ―

▼Baseの画面とテーブル

RDBMSは、データを格納するテーブルを複数管理することが可能なデータベース形

式です。その基本であるテーブルの作成はもちろん、作成後のデータ入力やデータを表

示する際にもテーブルを利用できます。

・高度なデータベース言語SQL ― 逆にクエリー作成は簡単 ―

クエリーとは、SQLというデータベース言語を用いたプログラムのようなものです。

SQLは、データをさまざまな形に加工できる高度な言語ですが、Baseではウィザード

やGUIでデザインすることで、そのSQLを意識せずにプログラムできます。

▼複数のテーブルから新しいテーブルを作成するクエリー

・データ入力のフロントエンド ― 操作しやすいフォーム―

サブフォームを使いデータ抽出も可能s

リストボックスなど、豊富なコントロールを備えているので、データ入力用のフォー

ムを自由にデザインできます。単票形式、サブフォームの表形式と、ウィザードでも目

的に応じたデータ表示のデザインを簡単に行えます。

・データ連動も可能　― デザイン豊富なレポート―

ウィザードで作成できるレポートには、何種類ものデザインが用意されています。そ

の中から自由にデザインを選んでください。作成されたレポートは、テンプレートとし

て保存され、データが変更されても常に新しいレポートを作成可能です。
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OpenOffice.orgの特徴の1つとして挙げられるのがMicrosoft Officeとの互換性の高さ

です。Word、Excel、PowerPointで作成したドキュメントは、そのままOpenOffice.org

で開いて編集することができます。また、OpenOffice.orgで作成したドキュメントを

「Microsoft Office 97／2000／XP」形式で保存できます。必要ならOpenOffice.orgの標

準ファイル形式そのものをMicrosoft Office形式にしてしまうことも可能です。

さらに、複合ドキュメントのオブジェクト（たとえばワープロ文書の中に貼り込んで

ある表計算の表やグラフなど）をどのように扱うかなど、きめ細かく互換性の設定を切

り替えることができるようになっています。また、「ドキュメント変換」ウィザードを

使うと、Microsoft OfficeドキュメントをまとめてOpenOffice.org形式に変換できます。

▼Microsoft OfficeのデータはOpenOffice.orgで開け、標準ファイル形式の変更も可能だ

▼複合ドキュメントのオブジェクトを変換するかどうかをきめ細かく設定することができる

OpenOffice.org 2.0OpenOffice.org 2.0
Microsoft Officeとの互換性をいっそう強化した



・本書はクリエイティブコモンズ「帰属 2.1 日本」というライセンスでウェブ上 http://ooosupport.good-day.net/

ja/documents にて公開されています。

・本文中に記載された各社の社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。本文中ではTM、C、Rなどのマーク

は省略しています。

OpenOffice.org 2.0は文書、表計算、プレゼンテーション、図形描

画、データベースなど日常の業務で必要な機能をすべて含む統合ソフ

トウェアです。ファイル形式もXML関連の標準化団体であるOASISに

おいて仕様策定作業が進められているOpenDocument 1.0です。

OpenOffice.orgの開発は、インターネット上での国際的な連携の基で継続されていま

す。その最新の成果（2005年8月31日現在）を付録CD-ROMに納めました。

インターネットの発達により、ソフトウェアの開発スタイルは大きく変わりつつあり

ます。これまで主流であった一社独占のスタイルから、インターネット上で情報を共有

しながら開発を進める協調的開発スタイルへと変遷しています。OpenOffice.orgは、そ

のような協調的開発スタイルを持つオープンソースソフトウェアです。

オープンソースソフトウェアの開発の現場からは、多くの学ぶことがあります。

協力して作ること、地道に続けること、自分の誇りを賭けて取り組むこと、そんなど

こかに忘れてきたような古き良き時代の物造りはこうであったのではないか、と思える

開発の楽しさがそこにあります。なにか、心に響く達成感や安堵感がそこにあるのです。

協調により高い機能を実現できることに止まらず、協力して創ることにより自分が社会

の一員であること、また社会が皆の協力で成り立っていることを実感することができる

のです。

インターネットの普及によって、距離と時間を越えた分業が可能となりました。プロ

グラムを書くことが得意な人がプログラムを書き、マニュアルの執筆が得意な人がその

マニュアルを執筆し、流通が得意な人が流通を担う、それぞれがそれぞれの個性を持ち

寄り、発揮し、全体として効率のよい自由で柔軟なシステムを構成するのです。

ソフトウェアは、多くの利用者により磨かれて成長します。多くのユーザーに使われ

ることが開発者のやる気にもつながり、励みともなり、よりよきものへと成長していき

ます。オープンソースソフトウェアにおいては、ユーザーも開発の協力者としての役割

を持ちえます。

OpenOffice.orgに代表されるオープンソースのプログラムの開発は、これまで個人や

企業のボランティア的な活動により継続され、その結果として高い公共性を持ち、社会

の共有財として発達し、ついに情報産業の基盤となるまでに成長しました。
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●本書の特徴●
OpenOffice.orgの持つ基本的な機能の説明から、知っておくとより便利に使える機能

まで、幅広く紹介しています。本書の執筆環境はDebian GNU/Linux sargeを使用して

いますが、Windowsユーザーなど、他のプラットフォームのユーザーも対象としていま

す。また付属CD-ROMにはLinux用のOpenOffice.org 2.0Beta2に加え、Windows用の

OpenOffice.org 2.0Beta2も収録しました。Microsoft Officeをお使いの方のために、

Microsoft Officeとの互換性にも言及しています。もちろん、今までオフィスソフトを

お使いになったことのない方にも十分ご理解いただける内容になっています。

●本書の構成●
＊第1章 OpenOffice.orgを始めよう

OpenOffice.orgの特徴から、2.0の新機能、使い始めるところまでを紹介しています。

＊第2章 Writer：ワープロ機能で文書を作成する

ワープロ機能の使い方を、作例を交えつつ説明します。

＊第3章 Calc：表計算機能を使いこなす

表計算機能の入門から、実戦的な使い方までを幅広く紹介します。

＊第4章 Impress：プレゼンテーションを作成する

OpenOffice.org 2.0で見た目と操作感が一新されたプレゼテンテーション機能を紹介

します。

＊第5章その他のツールを活用する

図形描画機能、ロゴ作成機能、数式エディタ、を紹介します。

＊第6章便利な機能を使いこなす

知っておくと便利な機能を多数紹介します。

＊第7章 Microsoft Officeから移行する

Microsoft Officeとの互換性を、さまざまな観点から検証します。

＊第8章 Base：データベースを活用する

2.0で機能を刷新したデータベース機能の紹介です。

＊第9章マクロで処理を自動化する

マクロ機能とOpenOffice.org BASIC言語の説明です。

＊Appendix

付属CD-ROMの内容と、OpenOffice.orgのインストール方法を紹介します。
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オープンで自由な潮流にかかわる人々のエネルギーは、素晴らしいものがあります。

他人任せにせず、当事者意識を持って参加し、かかわっていくのです。そのオープンソ

ースの開発の広がりにより、プログラムのすべての仕組みが公開されたものを利用する

ことが可能となりました。

与えられることに慣れてしまうと、与えられた範囲から選ぶことのみを学んでしまい

ます。いつの間にか選択肢にないものの存在を忘れがちになります。しかし、自らが創

造したり発展させることのできる新たな領域は、実はそこにあるのです。ないから創る、

不便だから改良する、そんな自然なことを忘れがちになっていました。

人類が歴史の流れの中で、先人の功績を引継ぎ文化を発展させてきたように、我々も

また文化を形成する社会の一員として、また歴史の先端を生きるものとして、文化技術

を発展させる一翼を担うことができるのです。

皆が、いきいきとその能力を発揮、協調して、安定した社会を作るという理想の社会

が見えてきました。国境や組織を越えた情報の自由な流通は社会をよりよい方向にゆっ

くりと変えて行きます。

本書の刊行にあたり、多くの方々のご協力をいただきましたことを感謝いたします。

OpenOffice.orgの開発に日夜を問わず携わる開発者の皆様、OpenOffice.orgをオープ

ンソースとして公開していただき、公開後も多大な貢献をされているSun Microsystems

社の皆様、流通と普及に携わられる多くの方々、また、ベースとなったオープンソー

ス／フリーソフトウェアを支えてこられた開発者の方々、そして技術と文化をここまで

高めていただいた先人の努力と歴史に感謝いたします。歴史の先端を生きるものとして、

今に責任を持ち、よりよき未来へと歩を進めてまいります。

2003年、独立行政法人情報処理推進機構（IPA）の予算で実施された独立行政法人産

業技術総合研究所での自由デスクトップ実証実験のマニュアルとして「OpenOffice.org

オープンマニュアル 1.0.0」を作成しました。その後、インターネット上に公開するとと

もに改定を続け、最新の情報を加えて今回の「オープンガイドブック OpenOffice.org

2.0」の出版に至っております。

本書の刊行が成長するオープンソース推進の一助となることを願います。また、私た

ちの活動が社会と文化の発展により貢献できるよう真摯に活動を続けてまいります。

21世紀は始まったばかりではありますが、大きな夢と可能性の広がりの持てる世紀に

なると確信します。

2005年6月

株式会社グッデイ 代表取締役　前田青也
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